
乳がんレジメン

EC療法
dose-dense EC療法
dose-denseパクリタキセル療法
アブラキサン療法（3週毎）
アブラキサン療法（weekly）
エリブリン療法
カドサイラ療法
ダトロウェイ療法
トラスツズマブ療法
トロデルビ療法
パクリタキセル療法（weekly）
パージェタ+トラスツズマブ療法
ビノレルビン療法
フェスゴ療法
ベバシズマブ+パクリタキセル療法
乳腺TC療法
乳腺エンハーツ療法
乳腺カルボプラチン+weeklyパクリタキセル療法
乳腺カルボプラチン+ドセタキセル療法
乳腺キイトルーダ+カルボプラチン+ゲムシタビン療法
乳腺ドセタキセル療法
乳腺パクリタキセル90療法（3週投与1週休薬）



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 EC療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：高度

適応条件

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) エピルビシン 90mg/m2

点滴静脈内(速度) エンドキサン（シクロホスファミド） 600mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 120分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ(10mg,50mg)(ﾌｧﾙﾓﾙﾋﾞｼﾝ後) 0mg 2本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 15分かけて  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目

＊点滴時間 15分かけて  

点滴静脈内(速度) ★注射用ｴﾝﾄﾞｷｻﾝ500mg 0mg 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 5本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 dose-dense EC療法 インターバル： 14 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：高度

ﾍﾟｸﾞﾌｨﾙｸﾞﾗｽﾁﾑ製剤を併用

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) エピルビシン 90mg/m2

点滴静脈内(速度) エンドキサン（シクロホスファミド） 600mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 120分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｴﾋﾟﾙﾋﾞｼﾝ(10mg,50mg)(ﾌｧﾙﾓﾙﾋﾞｼﾝ後) 0mg 2本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 15分かけて  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目

＊点滴時間 15分かけて  

点滴静脈内(速度) ★注射用ｴﾝﾄﾞｷｻﾝ500mg 0mg 4本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 5本目

全開で点滴  

1週目 2週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 dose-denseパクリタキセル療法 インターバル： 14 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ﾍﾟｸﾞﾌｨﾙｸﾞﾗｽﾁﾑ製剤を併用

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) パクリタキセル 175mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 210分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 5管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ注(30mg,100mg)ﾀｷｿｰﾙ：車× 0mg 2本目

▼500mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 3時間かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 アブラキサン療法（3週毎） インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ｱﾌﾞﾗｷｻﾝは特定生物由来製品

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) アブラキサン 260mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 60分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて

フィルター使用禁  

点滴静脈内(速度) ★ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ点滴100mg　(血液製剤) 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼(ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ用) 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

フィルター使用禁  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 アブラキサン療法（weekly） インターバル： 7 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ｱﾌﾞﾗｷｻﾝは特定生物由来製品

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) アブラキサン 80mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 60分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて

フィルター使用禁  

点滴静脈内(速度) ★ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ点滴100mg　(血液製剤) 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼(ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ用) 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

フィルター使用禁  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

1週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 エリブリン療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) ハラヴェン（エリブリン） 1.4mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 15分 15分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 1本目 1本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾗｳﾞｪﾝ静注1mg 2mL 0mg 2本目 2本目

▲50mL▼大塚生食注（ﾚｼﾞﾒﾝ用） 30mL

＊点滴速度 500mL/h  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 カドサイラ療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ｶﾄﾞｻｲﾗは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

（2回目以降：30分）

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) カドサイラ 3.6mg/kg HER2陽性

● 投与スケジュール 所要時間 150分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ｶﾄﾞｻｲﾗ点滴静注用(100mg,160mg) 0mg 1本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 ダトロウェイ療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

間質性肺疾患のスクリーニングが必要

ﾀﾞﾄﾛｳｪｲは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

● 使用する抗がん剤： （2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) ダトロウェイ 6mg/kg

適応条件

ﾎﾙﾓﾝ受容体陽性かつHER2陰性

処置薬剤を入力する（ｶﾛﾅｰﾙ200mg 2錠、ｸﾛﾙﾌｪﾐﾗﾐﾝ 1錠）

● 投与スケジュール 所要時間 130分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1週目

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 2本目

＊点滴時間 12分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾀﾞﾄﾛｳｪｲ点滴静注用100mg 0mg 3本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶

＊点滴時間 90分かけて  

インラインフィルター使用  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 4本目

全開で点滴  

（内服）ｶﾛﾅｰﾙ200　2錠+ｸﾛﾙﾌｪﾐﾗﾐﾝ　1錠

調製後は遮光し、4時間以内に投与を終了すること

点滴中は点滴バックを遮光すること

2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 トラスツズマブ療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：最小度

初回は前投薬で解熱鎮痛薬（ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ）を服用

ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

● 使用する抗がん剤： （2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

2回目以降：6mg/kg 適応条件

HER2陽性

● 投与スケジュール 所要時間 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS注(60mg,150mg)希釈液無 0mg 1本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 トロデルビ療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

ﾄﾛﾃﾞﾙﾋﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能（2回目以降：1～2時間）

UGT1A1遺伝子多型解析の検査を行う

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) トロデルビ 10mg/kg ﾎﾙﾓﾝ受容体陰性かつHER2陰性

ﾀｷｻﾝ系による治療歴あり

処置薬剤を入力する（ｶﾛﾅｰﾙ200mg 2錠）

● 投与スケジュール 所要時間 220分 220分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾛﾃﾞﾙﾋﾞ点滴静注用200mg 0mg 3本目 3本目

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

投与量に応じて生食の量を変更する

　300mg以下：生食100mL

　800mg以上：生食500mL

＊点滴時間 3時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 4本目 4本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目

（内服）ｶﾛﾅｰﾙ200　2錠 （内服）ｶﾛﾅｰﾙ200　2錠

調製後は遮光し、8時間以内に投与を終了すること

点滴中は点滴バックを遮光すること



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 パクリタキセル療法（weekly） インターバル： 7 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) パクリタキセル 80mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ注(30mg,100mg)ﾀｷｿｰﾙ：車× 0mg 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

1週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 パージェタ+トラスツズマブ療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：最小度

初回は前投薬で解熱鎮痛薬（ﾛｷｿﾌﾟﾛﾌｪﾝ）を服用

ﾊﾟｰｼﾞｪﾀは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

● 使用する抗がん剤： （2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

点滴静脈内(速度) パージェタ 初回：840mg （2回目以降：30分）

2回目以降：840mg

点滴静脈内(速度) トラスツズマブ（BS） 初回：8mg/kg

2回目以降：6mg/kg 適応条件

HER2陽性

● 投与スケジュール 所要時間 150分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾟｰｼﾞｪﾀ点滴静注420mg/14mL 0mg 1本目

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 60分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾗｽﾂｽﾞﾏﾌﾞBS注(60mg,150mg)希釈液無 0mg 2本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管

▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋

＊点滴時間 90分かけて  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 ビノレルビン療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) ロゼウス（ビノレルビン） 25mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 70分 70分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾛｾﾞｳｽ静注液10mg 1mL 0mg 2本目 2本目

▲50mL▼大塚生食注 1瓶

＊点滴時間 10分かけて  

点滴静脈内(速度) ▲250mL▲　　　　生理食塩液ﾊﾞｯｸﾞ 1袋 3本目 3本目

＊点滴時間 30分かけて

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 フェスゴ療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：最小度

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) HER2陽性

皮下注 フェスゴ（ペルツズマブ+トラスツズマブ） 初回：IN

2回目以降：MA

● 投与スケジュール 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

皮下注 ★ﾌｪｽｺﾞ配合皮下注 0@ 1本目

皮下注:  同一箇所へ繰り返し注射することは避け、

大腿部  新たな注射部位は前回の注射部位から少なくとも2.5cm離すこと

（INの場合）8分以上かけて皮下注

（MAの場合）5分以上かけて皮下注  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 ベバシズマブ+パクリタキセル療法 インターバル： 28 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能 

（2回目：60分、3回目以降：30分）

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) パクリタキセル 90mg/m2

点滴静脈内(速度) ベバシズマブ（BS） 10mg/kg

● 投与スケジュール 所要時間 190分 120分 190分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ注(30mg,100mg)ﾀｷｿｰﾙ：車× 0mg 2本目 2本目 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目 3本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾍﾞﾊﾞｼｽﾞﾏﾌﾞBS注(100mg,400mg)VHJ 0mg 4本目 4本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 90分かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 5本目 3本目 5本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目 4週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 乳腺TC療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) ドセタキセル 75mg/m2

点滴静脈内(速度) エンドキサン 600mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 150分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ｸﾞﾗﾆｾﾄﾛﾝ静注液1mg｢F｣ 1mL 1管

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾞｾﾀｷｾﾙ注(20mg,80mg)ﾀｷｿﾃｰﾙ後発 0mg 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内(速度) ★注射用ｴﾝﾄﾞｷｻﾝ500mg 0mg 3本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 4本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 乳腺エンハーツ療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

間質性肺疾患のスクリーニングが必要

ｴﾝﾊｰﾂは投与時の忍容性が良好なら点滴時間の短縮が可能

● 使用する抗がん剤： （2回目以降：30分）

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) エンハーツ 5.4mg/kg 適応条件

HER2陽性、HER2低発現

HER2超低発現（ホルモン受容体陽性の場合のみ）

● 投与スケジュール 所要時間 140分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 2本目

＊点滴時間 12分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ｴﾝﾊｰﾂ点滴静注用100mg 0mg 3本目

蒸留水▲ 20mL▲(ﾚｼﾞﾒﾝ用) 1管 調製後は遮光し、4時間以内に投与を終了すること

▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 点滴中は点滴バックを遮光すること

＊点滴時間 90分かけて  

インラインフィルター使用  

（投与量に応じて蒸留水変更可）  

点滴静脈内 ▲100mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1瓶 4本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 乳腺カルボプラチン+weeklyパクリタキセル療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度（NK1RA併用推奨）

● 使用する抗がん剤：

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) 適応条件

点滴静脈内(速度) パクリタキセル 80mg/m2 ｷｲﾄﾙｰﾀﾞと併用

点滴静脈内(速度) カルボプラチン 5(AUC) ﾎﾙﾓﾝ受容体陰性かつHER2陰性

● 投与スケジュール 所要時間 150分 90分 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ注(30mg,100mg)ﾀｷｿｰﾙ：車× 0mg 2本目 2本目 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ(50mg,150mg)（ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ)VHJ 0mg 3本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 4本目 3本目 3本目

全開で点滴  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 乳腺カルボプラチン+ドセタキセル療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度（NK1RA併用推奨）

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) ドセタキセル 75mg/m2

点滴静脈内(速度) カルボプラチン 6(AUC)

● 投与スケジュール 所要時間 150分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾞｾﾀｷｾﾙ注(20mg,80mg)ﾀｷｿﾃｰﾙ後発 0mg 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ(50mg,150mg)（ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ)VHJ 0mg 3本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 4本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 乳腺キイトルーダ+カルボプラチン+ゲムシタビン療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：中等度

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) PD-L1陽性のﾎﾙﾓﾝ受容体陰性かつHER2陰性患者

点滴静脈内(速度) キイトルーダ 200mg

点滴静脈内(速度) ゲムシタビン 1000mg/m2

点滴静脈内(速度) カルボプラチン 2(AUC)

● 投与スケジュール 所要時間 160分 120分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) (冷所当日)★ｷｲﾄﾙｰﾀﾞ100mg/4mL 0mg 1本目

大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 2本目

＊点滴時間 6分かけて  

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 3本目 1本目

ﾊﾟﾛﾉｾﾄﾛﾝ静注0.75mg/5mL（ｱﾛｷｼVHJ 1瓶

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｹﾞﾑｼﾀﾋﾞﾝ点滴(200mg,1g)ｼﾞｪﾑｻﾞｰﾙ後発 0mg 4本目 2本目

大塚生食注 ▲100mL▼(ｱﾌﾞﾗｷｻﾝ用) 1瓶

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ｶﾙﾎﾞﾌﾟﾗﾁﾝ(50mg,150mg)（ﾊﾟﾗﾌﾟﾗﾁﾝ)VHJ 0mg 5本目 3本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 6本目 4本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 乳腺ドセタキセル療法 インターバル： 21 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量)

点滴静脈内(速度) ドセタキセル 75mg/m2

● 投与スケジュール 所要時間 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目

ｸﾞﾗﾆｾﾄﾛﾝ静注液1mg｢F｣ 1mL 1管

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 2管

＊点滴時間 30分かけて  

点滴静脈内(速度) ★ﾄﾞｾﾀｷｾﾙ注(20mg,80mg)ﾀｷｿﾃｰﾙ後発 0mg 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目



医師コメント 薬剤師コメント 看護師コメント

レジメン名 乳腺パクリタキセル90療法（3週投与1週休薬） インターバル： 28 日

● 患者情報

ID 身長 cm

氏名 体重 kg

生年月日 体表面積 m2

性別 レジメン説明

医師名 催吐性ﾘｽｸ：軽度

● 使用する抗がん剤： 適応条件

RP 手技 薬剤略称 標準値(1回量) ｷｲﾄﾙｰﾀﾞと併用（KEYNOTE-355）

点滴静脈内(速度) パクリタキセル 90mg/m2 PD-L1陽性のﾎﾙﾓﾝ受容体陰性かつHER2陰性患者

● 投与スケジュール 所要時間 90分 90分 90分 次クールへ

RP 手技 薬剤略称 用量/単位 （日） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

点滴静脈内(速度) 大塚生食注 ▲100mL▼ 1瓶 1本目 1本目 1本目

★■ﾃﾞｷｻｰﾄ注射3.3mg1ml(ﾃﾞｶﾄﾞﾛﾝ後 3管

静注ﾌｧﾓﾁｼﾞﾝ20mg20mL（ｶﾞｽﾀｰ） 1管

ﾎﾟﾗﾗﾐﾝ注5mg　1mL（車×） 1管

＊点滴時間 30分かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内(速度) ★ﾊﾟｸﾘﾀｷｾﾙ注(30mg,100mg)ﾀｷｿｰﾙ：車× 0mg 2本目 2本目 2本目

▲250mL▼　5%ﾌﾞﾄﾞｳ糖液 1袋

＊点滴時間 1時間かけて  

インラインフィルター使用  

点滴静脈内 ▲50mL▼大塚生食注 1瓶 3本目 3本目 3本目

全開で点滴  

1週目 2週目 3週目 4週目


